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社会生億研究部門

生憶保全分野

漂浪邦夫 (教授),半谷吾郎 (准教授),橋本千絵

(助致),松原幹 (放校補佐員),村井勅裕 (教務

補佐Ll),JACOBŜ rmand,Thomas(外国人共同研

死者),RIẐ LbT(学振外国人特別研究員),江成

広斗 (学振特別研究員),油田晶子,鈴木究理子,

ZHANqPeng,原滞牧子,松岡絵里子,山田彩 (大

学院生)

<研究概要>

A)ニホンザルの生態学

按逸邦夫,半谷吾郎,松原幹,鈴木真理子,松岡絵里子,

原揮牧子,浮田晶子,Rizaldi

人為的影響の少ない環境にすむ,野生のニホンザル

が,自然環境から受ける影響に前日しながら,個体群生

態学,採食生憶学,行動生態学などの観点から,研究を

進めている.

屋久島の瀬切川上流域では,森林伐採と果実の豊凶

の年変動がニホンザル個体群に与える影響を明らかに

する目的で,｢ヤクザル調査隊｣という学生などのボラン
ティアの調査グループを組織し,1998年以来調査を継

続している.今年も夏季に一 斉調査を行って,人口学

的資料を集めた.

屋久島では,西部海岸域で群れのまとまりを維持す

るための行動や遊動の意思決定メカニズムについて調

査するとともに,上部域と海岸部の間で,採食中の攻空襲

的交渉の頻度,社会関係についての比較生態学的研究を

行った.

幸島では,コドモの社会関係やアカンボウの運搬に

影響する要因について研究を行った.

盃長類研究所の放飼場のニホンザルを対象に,ニホ

ンザルが社会生活を送る上で重要な攻撃行動に際して

の調整や転嫁,援助を求める行動などの発達について研

究を行なった.

tl)ニホンザルの消化能力の研究

持田晶子,半谷古郎

飼育個体を対象に,き門化率と食物の消化管通過時間

についての実験的研究を行った.
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C)ニホンザルの被事管理

法過邦夫,江成広斗,山田彩

多様な視点からニホンザルによる農作物被害の間

脳即決を図るため,Jl'iLl:物被苔を起こしているニホンザ
ルの食性や土地利用に形轡を与える要因の分析,有効な

被告符理手法の開発,描;引こついての社会学的研究など

を,奈良県 ･三gi県と,rl森爪白神山地で行った.

D)野生チンパンジーとボノボの研究

橋本千絵

ウガンダ共和国カリンズ森林,コンゴ民主共和国ワ

ンバ地区や,それぞれチンパンジーとボノボの社会学

的･生態学的研究を行った.チンパンジーの遊動や行動

のデータをとるとともに,定量的な植生調査や果実量調

査を平行して行い,チンパンジーの行動や社会関係が環

暁からどのような影響を受けているかという点に注目

して,研究を行っている.

E)東南アジア熱帯林の霊長類の社会生態学的研究

渡過邦夫,半谷吾郎,村井勅裕,Rizaldi

インドネシア･中部スラウェシにおいて,トンケア

ンマカクと-ツクモンキー間の種間雑種の繁苑につい

ての継続観察をおこなっている.インドネシア四スマ ト

ラ州およびリアウ州,ジャンビ州において,各種盃長柄

や大中型ほ乳叛の分布変遷の様子を明らかにすること

を目的として,現地住民-の聞き取り調査をおこなった.

マレーシア街ボルネオ島･サバ州のダナムバレー森林保

護区では,昼行性霊長頬5種の共存の生態学的メカ'=ズ

ムを明らかにするため,密度センサス,行動観察による

食性や遊動の調査を行った.

F)キンシコウの研究

渡迫邦夫,張鵬,村井勅裕

中国映西省察T..Tl山脈のキンシコウを対象に,社会の

血層構造に茄目して,研究を進めた.
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社会進化分野

古市剛史 (教授),MichaelA.HufFman(准教授),

辻大和 (助教,2009年 2月から),AlexanderD.

Hemandez,Jean-BaptisteLeca(外国人共同研究者),

ChamalieA.D.Nahallage,Moham adF.Jaman,

AndrewJ.∫.Maclntosh,神田恵 (大学院生)

<研究概要>

A)チンパンジーとボノボのパーティサイズを決める要

因についての研究

古市剛史

これまでの研究で,ボノボはチンパンジーに比べて

より大きく安定性の高い採食パーティを形成すること

が知られている:本研究では,先行研究成果と新たにコ

ンゴ民主共和国のワンバとウガンダ共和国のカリンズ

で得られたボノボとチンパンジーの生態に関する知見

を総合し,これらの違いをもたらす要因について検討し､

た.現在までの報告を統計的に検定した結果,ボノボと

チンパンジーのパーティサイズの絶対値には有志な差

がないこと,集団サイズに対するパーティサイズの相対

値には有意な差があること,メスがパーティに参加する

率はボノボの方がはるかに高くなっていることがわか

った.これまでに提示されてきた生態学的,行助学的な

仮説はいずれもそれ自体ではこの違いを説明できない

こと,ボノボではメスがパーティ参加によって不利益を

被らないような行動学的な進化を遂げている可能性が

あること,両種の違いは現在の生息環境-の適応として

ではなく,コンゴ川右岸と左岸の過去の環境-の適応と

して理解されるべきであることを指摘した.

B)チンパンジーの食物パッチ利用と採食速度に関する

研究

古市剛史,橋本千絵

ウガンダ共和国カリンズ森林のチンパンジーを対

象としたこれまでの研究で,より大きな遊動パーティで

採食すると,より速くパッチ内の食物を食べつくして食

物パッチ間を移動する回数が増え,移動による不利益を

大きく受けるメスは大きなパーティに参加しにくいと

いう一般的な仮説が成立しないことがわかってきた.1

つの食物パッチをより多くの個体で利用した時の方が

より長時間その食物パッチに滞在するという逆の傾向

が見られ,チンパンジーが食物パッチ内の食物を食べつ

くしながら遊動しているわけではなく,したがってパッ

チ内の食物量がチンパンジーの採食行動や遊動形態の


